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ロシア所蔵 ウイグル語断片の研究4

『千字文』(続 編)

『大乗法苑義林章』(続編)

庄垣内 正弘

0は じめに

 ロシア科学アカデ ミー東方学研究所サンク トペテルブル グ支所 に保管 されてい る

ウイグル語文献中に、曾 て筆者は 『千字文』 と 『大乗法苑義林章』断片 を発 見 し、

本誌第19号20号 等で議論 した。その後の調査でこの2種 のテキス トに所属す る別

の断片 も見つ けたのでそれ らについて以下に考察 したい。

1 『千字文 』

1.0

 梁 の周 興 嗣(470?-521)作 『千字 文』 は250句1000字 か らな る四言 の 韻 文 で 、漢

字学 習 を 目的 と して 作成 された 。 中国以外 にも 日本 、 朝鮮 、 チベ ッ ト、 モ ン ゴル な

どで広 く使 用 され た。

 一方、 ウイ グル においても漢文 『千字文』が読 み書き されていたこ とが、ベル リ

ン所蔵 トル ファン ・コレクシ ョン中のヤルホ ト出土漢文Ch3716, Ch8152の 研究 か

ら明 らかにされてい る。Ch3716は8ペ ージか ら成 る冊子本で奥書の1ペ ー ジの他

は 『千字文』中の268字 が書かれている。 この文献に関 してはT。Thiflo氏 がそ の奥

書 について議論 し、 この文献がカラ ・キタイ(西 遼王国)時 代 に ウイ グル人 の手で

書 かれたことを述べている。後、西脇常記氏がCh8152はCh3716の 最後の2ぺ}

ジに相当す ることを明 らか にした。またこの 『千字文』 の書写年代 を1211年 と推

定 し書写人である 「勝 泉都統」が ウイグル語訳 『慈悲道場臓 法』 の写本供養主 の一

人であるSingts� Tutungと 同一人物であつた可能性 について も論 じている。 とも

か くも漢文 『千字文』がカラ ・キタイ時代にウイ グル で使用 されていた ことが確 か

になった。

1)こ こで扱 った ウイ グル 語 文 献 の研 究 と写 真 の掲 載 とを許 可 して くだ さっ た ロシ ア科 学 ア カデ ミー

東 方学 研 究 所 サ ン ク トペ テ ルブ ル グ支 所 に対 して感 謝 の意 を表 して お き た い。

2)丁, .(1981)―

3)西 脇(1997) PP.98-108.
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 そ の後 、 トル フ ァン ・コ レクシ ョンか らわず か9行 を留 め る小 断 片 で はあ るが 、

ウイ グル 文 『千 字文 』 が発 見 され 、P. Zieme氏 の手 で 考察 され たξ これ とは別 に サ

ンク トペ テル ブル グに もか な り大 きな6断 片 が存 在 し、4断 片(4bKr.181,4bKr.182,

4bKr.185,4bKr.194)に つ い て はSh�aito/Abdurishid Yakup(2001)で 、2断 片(SI

3Kr.14, SI 3Kr.15)に つ い ては庄垣 内(2000,2003a)で 議 論 され た。

 ところが、つい最近になってサンク トペテルブル グか らも う1断 片が現れたので、

それにつ いて議論 してみたい。

1.1SI Kr.IY 260の 文 字 転 写

新 た に見 つ か つた一葉 は縦13cm、 横27cmの 小 断 片 でSI Kr.IV 260の 番 号 が付

け られ てい る。 まず ウイ グル 文 の文字転 写 を掲 げて み たい 。

(1) cyv v'r'ynt[

(2)"tlq,w王qln 5⊃m[

(3) 塗璽ykyr韓tlq脅ylyk::s「[

(4)'wrwn'wyz'`wlwrwp t[

(5)py cw twn yn k'typ'[

(6)"yywq梨 首:"mr'nm'q[

(7) syn vwq'sy kw::t'pygc[

(8)kwyc'k rtawnkwr wq l'r yq:([

(9) 1'r'ylyk p'k'k"y) [

(10)pyr twyz lwk pwlty::)g[ ]s[

(11)[ ]'sy 1`r:pyr twyz lwk pwlt[

(12)ly y'd ly:kysy l'r:'yly[

(13)[鳴]㎜k在 §w:ywy[

(14)璽wyz l::白 記 食c[

(15)㎞[]kt'kr'::化 彼[

(16)璽v就q"yq'c qlt監ky=:[

(17)qylm'q yn yytkwrdy twy[

(18)窪,y sy身 八ym璽[

(19)[]四 大 五 常[

(20)'pwydznys[

7

]

7

7

]

]

7

]

7

]

]

J

]

7

]

]

7

]

]

]vy

4)Zieme(1999).
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1.2裏 面 漢文 に よるSI Kr.IV 260と 他 断 片 との 関係

 この断片は もともと漢文巻子の裏 面を利用 して書かれ たもので、ここでは逆に漢

文面を 「裏 面1と して扱 っている。裏面漢文の内容は 『摩詞般若波羅蜜経』 あるい

は 『大智度論』に同定できる。同 じ内容 を裏面にもつ ウイグル文 『千字文』 には上

述のSI 3Kr.14とSI 3Kr.15が ある。 この2断 片は連結す る5枚 の小断片に再分割

できるもので、裏面漢文の内容から元の形状が復元で きることをす でに述べ遣。実

はKr.1V 260も この断片群に組み込まれ ることがわか つた。す なわ ち 「大正大蔵経」

の『大智度論』(Vol.25)で いえぱ、455ペ ー ジ下段の15行 目か ら456ペ ー ジ上段 の23

行 目までに収ま る一群 に入 る。 この漢文面の形状を復元すれば下図の よ うになる:

SY ICr.N 26U s正3Kr.as(イ} Sd 3dCr,14(イ)

邊 羅 羅 如 邊 編 復 須 邊 須 邊 無 是
故 蜜 蜜 亦 須 提 次 菩 云 菩 須 邊 般
般 無 無 無 菩 桓 僑 提 何 提 菩 復i菅
着 邊 邊 邊 提 因 書 縁 言 徒 次 波

臼 緯 復 以 言 言 迦 縁 一 縁 云 僑 羅
[コ提 次 是 如 云 縁 無 切 一 何 戸 蜜

口 桓 僑 因 無 何 無3無 鋤 縁
〔コ因P縁 遜 遜 口 邊 無 無 ロ ロ
ロ ロo口 口[コ 如 口 法

〔]ロ ロ ロ ロ ロ ロ'口 故

ロ ロ 〔〕 ロ ロ ロ ロ 。り 般

a[コOロ ロ ロaW若

ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ 寄 ロ

ロ ロ ロ ロOロ ロu.口

口 口 口 ロ ロ ロ ロ で 口
s

邉 邊 無 色

智 智 行 行 前 摩 薩 故
前 無 識 識 際 詞 般 般
後 邊 前 無 不 薩 若 若

中 故 際 邊 可 般 波 波
際 般 後 故 得 着 羅 羅
不 若 際 般 後 波 蜜 蜜

量 可 故 著 如 不 色 波 切 際 大 隙 迦 阿 從
不 得 般 波 是 可 無 羅 種 不 故 不 色 辮 是
可 讐 若 羅 量 得 量 蜜 智 可 般 可 大 多

得 如 波 蜜 不 故 故 薙 亦 得 着 得 故 羅
虚 虚 羅 無 可 信 般 菩 如 後 波 後 般 三
空 空 蜜 量 己F若 薩 是 際 羅 際 若 競

可 波 中 若 際 羅 無 無 無 量 無 受 虚 迦1摩 以 不 蜜 不 波 三
得 羅 際 波 不 蜜 量 量

故 蜜 皆 羅P無 僑 以 〔コ
法 故 邊 無 以 無 不 蜜 イ尋 邊 戸 是 に1
故 般 故 逓 是 邊 可 無 中 何 迦 因 口

般 若 般 乃 因 何 得 逡 際 以 色 縁 口
若 波 若 葦 縁 以 故 何 不 故 無 故
渡 波 一 故 故 乃 以 可 矯 邊 是

ロ 羅 切 僑 一 至 故 得P故 菩

口 口 ロ ロ ロ ロ ロ)ロ ロ 無 蜜 種 戸 切 ― 受 受 迦 諸 薩
ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロQ邊 無 智 迦 種 切 想 想 色 菩 摩

ロ ロ   種

SI 3Kr,15 (ロ,

口

口

o

口

薩 詞 種

智
無
量

口

ロ

ロ

〔コ

ロ

不 髭 懇 空 讐 嗣 是 可 亦 可 羅 〔1ロ

可 何 行 無n蜜 薩 ロ ロ ロ 得 蜜 ロ ロ

得 以 識 量 虚 無 臼 ロ ロ ロ ロoロ
ー 故 乃 故 空 量 若 ロ ロ 日 口D{コ ロ

切 一 至 色 量 何 波 ロ ロ ロ ロ ロO口

種 切 一 無 不 以 羅 ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ

智 種 切 量 可 故 蜜

亦 智 種 色 得 色 橋
如 量 智 無 色 量 戸

是 不 無 量 亦 迦
量

SI 3Kr.14(ロ)

〔]口 ロ ロ ロ 【コ ロ

O口[コ[]口 口 ロ

ロ ロpロ ロ ロ ロ

ロ ロ ロ ロ 〔}ロ ロ

口   ロ

   ロ

5)庄 垣 内(2GOO)pp。164-165.5小 断 片 に 仮 にSI 3Kr .14(イ),(ロ), SI 3Kr.15(イ),(ロL(ハ)の 記 号 を 付 し た 。
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1.3SI Kr.IV 260の ウイ グル文 と他 断片 ウイ グル 文 との関係

 上の1.2で 復元 した漢文面 を裏 返す とウイ グル 面が復元で きる。1―1に 掲 げた

Kr.IV 260の ウイグル文を含 めて全体を文字転写の形式 で復元 してみたい。

SI 3Kr.14(イ)

SI 3Kr.14 (ロ)

SI 3Kr.15(イ)

SI 3Kr.15 (ロ)

SI 3Kr.15(ハ)

SI Kr.N 260

正体 文字 の行番 号 に0を 先 行 させ る;ex. Ol)

正体 文字 の行番 号 に下線 を ほ ど こす:ex.1)

正体 文字 の行番 号:ex.1)

斜 体 文字 の行番 号:ex.1)

斜体 文字 の行番 号 に下線 を ほ どこす:ex.∠)

正体文 字 の行番 号 をOで 閉 じる:ex。(1)

ol)[

02)[

03)[

04)[

7t'w[

]ql[

]qw t'nkry ly yyr[

]vycw kwnk gw"nc'[

OS)yr'dylty kynk'ydyz:sy[

06)"yly tw qdy twlw y'ryrn[

07)1'rkr'q l'r p'lkwrdy k'z yk[

◎8)往twmlwq klldy qwy's[

09)sw kwyz yy qdy qys kyz[

010)"rdwq kovyn l'r t'skyly[

011)Iw tyv yw:ty'sy'yrk'k[   ]1)yl'r"trylm'gy[

012)唇wyd qwlw l'r twysd[ ]1[ ]2)y:yw血tynk cw yw[

013)pwlyt sykrydy y'qm 3)wr y'qdy:lw kyr vy s[

014)[ ]lqym s twy記y q[ ]4)wtwnkdy kym[ ]量Iy SW

O15)"ltwn twyrwdy 5)[     ]sw"tlg kwyrkl'sw swv

O16)[]'kwg cwr kwnk[]6)g's p'lkwrty:kwnk gw

O17)tykm'cykyn qyr 7)[   ]1t'k'm qw kw kwr

O18)qylyc l'r t'kwykwld 8) y kw kwr"tlq k'd qylyc

O19)cw cynk y'gw mw[      ]1)[

020)q殉km'twynwn 2>yl[

7

コ

7

7

}

7

7

7

]

]

]

3

]

  ]量r塾dylty  y,

]dyny mwncwg g'

6)SI Kr.14,15の 復 元 部 分 は 庄 垣 内(2000)pp.166-1674`拠 っ た 。
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021)cyn ly 1)大yy 3)mys[ ]llldy1yldy mwrwd

O22)ly 2)"lyml'ly:s'y 4)cwnk g'y kw q'yl'1'r t':

3)"qyr lyq pwldy q'yts 5)yyyk synkyr pyl'n:

4)q'yq'm q't'm:t'lwy s 6)wvy swr'rwr'wykwz swv y t'm tysyr

5)ly�ym vy sy::ゾlynk 7)[  ]1'r``s'r"§'r 1'r twlwk:

6)9・'tlyq豆 「・ywq'㎜wcl・1'r=:8)1w・k sy((火))q'取 重卿

7)'ylyky'wwt'rklyky::tyv q[ ]9)nsyn qw::qws p'ky kysy

8)q'ny pwlty l'r=:§w cy文10)字'§nw c'y曾r'dyp'w§yk:

9)cyz yq(t量y vwq y菖w)P,sl tymyn y'r聖d砂11)1,r t〃n k,dym::cw wy SW

10)國pyrig'wrwn yn t[ ]"ly 12)ndy'yl yn:有kw t'w tw:

11)有kw"tlq pylk'k't'v 13)dw響'dq 9'n::ty vwn v'r

12)swy::'yrynck'm'k'wyz°pwdwn y 14)nkytm'k'wyz'y'swgl'dy:::

(1)cyv v'r°yn tw[  ]15)王1聖tlq q'n'wl'r ny v'r

(2)tlq'w王q'n'yn 16/cyv W㎞ 響q曹n yq twnkl plk

(3)亀ly kyr"tlq'ylyk::s量17)lGyV間 通kwyswnc lwk:

(4)'wrwn wyz wlwrwp t 18)wyrw ywl yn"yydty:sw kwnk:

(5)py cw iwn yn k'typ'19)ylykyn yyrdync///n p'sl'ty[

(6)YYWq梨 首:"mr'nm'q 20)[]n'ykytdy g'm[

(7) syn vwq sy kw::t'pygc 21)ygylyp yqyldwrty [

{8)kwyc'k mwnkwr wq l'r yq:([

(9) 1'r'ylyk p'kk'°y) [

(10)pyr twyz Iwk pwlty::)q[)s[]d)‐ty[

i11}[ ]sy I'r:pyr twyz lwk pwlt[

(12)1yゾd ly・ky・y l'r=yiy[

〈13)[鳴]w鴨k在sw:ywy[

(14)暫wyz'::白 記 食c[

(15)kw[]ktlkr巳::化 彼[

(16)雪v乾q"yq'c q量tlky::[

(17)qylm'q yn yytkwrdy twy[

(18)q婁ysy身 八ym1[

(lg)〔]四 大 五 常[

(20)'pwydmys[

7

7

7

ユ

7

7

]

]

]

7

J

コ

7

7

コ

]vy
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1.4ウ イ グル文 の翻訳 と注

 上 の1.3に 掲 げた 文字 転 写の うち、SI Kr.IV 260を 含 まな い 部分 は庄 垣 内(2000

p.168-173)で 訳 注 を提 出 した ので、 こ こで は11)以 下 の ウイ グル 文 を扱 い た い。 な

お ウイ グル 文 中 に漢語 の 音写形 式が現 れ るが 、そ れ らは 「ウイ グル 漢 字 音」 の体 系

に従 っ て書 か れ てい る。

11)一 一(3)

ty vwn v'r swy::erinck舂臾 uz一臙odun一� ketm臾�一艙azuglad�:::cyv v'r'yn tw[

]王adγqan olar-ni v曹r at1ジw王xan'yn cyv tegm舍an-fγtoりa bag qly kyr at1γelig:=

 「弔民伐罪 、民を哀れむ上に、伐 ることで罰 した。周 獲段湯 ・・王 とい う汗が彼

らを、獲 とい う武王が段 の紺 とい う王を、勇者がq'yの 桀 とい う王を(伐 ることで

罰 した。)」

 漢文:弔 民伐罪 周装般湯  「民を弔み、罪 を伐ったのは、周の武王や、股 の湯

王であつた。」。段の紺王を伐 つたのが武王(獲 が名)、 夏 の桀王 を伐 ったのが股の

湯 王で ある。

 ty vwn v'r swyは 「弔 民 伐 罪 」 の 音 写 で 、 ウ イ グ ル 漢 字 音 体 系 に 従 え ば 次 の よ う

に 再 構 で き る:弔 〈tieu>=ty/te/民<・vreien>=vwn/wn/伐<vlu2t>=v'r/Var/罪 〈dz峰 〉

=swy/soi/ .

 cyv v'r'yn twは 「周 獲 股 湯 」 の 音 写 で 、 次 の よ う に 再 構 で き る;周 〈Miau>=cyv

/civ/,獲 〈fiuut>=v,r/fari,股<・ian>='yn/・in/,湯 〈t`aη〉=tw/to/.

 [W 王 」 の`wは 「yとも読 め る。IWは/・u/と 再構 で き、武 〈1η1U>の音 写形 に な るの

で 、 こ こで は 「董w王 」 を 「武 王」 と推 定 した。

'yn cyvは 「般 紬 の 音 写 で
、 般<・ian>='yn/・in/,紺<dQiau>r/civ/と 再 構 で き る 。

q'ykyrのkyrは/kerノ と再 構 して 夏 の 桀 王 の 「桀 くgiεt>」 に あ て る こ と が で き る 。 qly

は不 明 だ が、「夏 」を表 そ うと した 可能性 は あ る。 夏 〈fia>なら ウイ グル 漢字 音 で はq,

と表記 され 、/qa/と 再構 され る。

7)「 ウイ グル 漢字 音」 につ いて は、庄垣 内(2003a)pp.1-141を 参 照。 こ こで の ウイ グル漢 字 音 の再構

に は と りわ けPP69-70と96-100の 「中古漢 語 音 、 ウイ グル 文 字 表記 、 ウイ グル 漢 字 音 の 関係 図」 を

利 用 した 。

8)漢 文 『千 字 文』 の和 訳 はす べ て小川 ・木 田(1997)を 使 用 した。

9)Cf.ノ1、川 ・木 田(1997)p.51.

10)漢 字 に付 せ られ た〈 〉内 の音 形式 は 中古 漢語 音 を表 した 。

11)ty lte/は例 外 形 式 で あ る。 本 来 な らtevま たはteuと な る。

12)vwnは 本 来 な らvyn lvinノとな る とこ ろで あ る。 w/u/は ウイ グル 内で〃が 唇 音vに 同化 した形 式

とい え る。

13)Cf:武ww《 粗/,無wハu/(庄 垣 内2003a p.127).
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(3)～19)

s―cyv問 通k��c-1�:orun�一與lurup t��ol一� ay�t�;SW kwek:py cw ton一�

k舩ip eligin yertinc[�黌i]nba"slat�   ]

「坐 朝 問 道 、 政 務 の 場(に 坐 し て)道 を 間 うた 。 垂 挨 平 章 、 衣 を 着 て 国 家 世 界 を 治

め た 。」

漢 文:坐 朝 悶 道 垂 換 平 章 「朝 廷 に い て 、 道 を 求 め 、 何 も し な い で 、(国 を)公 明

に 治 め る 。」

 s實cyvは 「坐 朝 」 の 音 写 で 、 坐 〈dzu竅r=s'/sa/朝 〈tiεu>=cyv/cev/と 再 構 で き る 。 「問

通 」は 「間 道 」の 誤 写 と 考 え ら れ る 。「問 く㎎1uon>道 〈d穹>」 が 音 写 さ れ る と 、vyn/v�/,

t1V/tav/と な る0

k��c-1�「 朝(政 務 の 場)」 〈k��c"valuable obj ect, treasure"(Erda119911p.278)

+1�(den. n.).

t��ol一�u 道 理 の 道 」=「 道 」。

sw kwnk:py cwは 「垂 撲 平 章 」の 音 写 で 次 の よ う に 再 構 で き る:垂 〈多lu6>=SW/§u/

撲 〈la・り〉=kwek/kuri/平 〈b1εり〉翻py/pe/章 〈t¢iaり〉`GW%C・/.

 t◎n一�k舩ip r衣 を 着 て 」。 こ れ は 「垂 撲 」 に あ た る 。 小 川 ・木 田(1997 p.56)で は

「垂挨 」について 「手をこまねいて何 もしないでいること。垂衣撲手。… 『音決』

の訓みは 「こまぬきをたれ」 となっているが、 これは 「垂裳」のご とき語 と同 じ構

造 と考 え、 「洪」を衣服の一部 と解 したのかも しれないが(李 注本 ・弘安本の付訓

も同 じ)、 衣服または衣服の一部 を表す 「こまぬき(こ まねき)」 とい う言葉は見 あ

た らない」 としている。 ウイ グル も 「垂裳」のごとく読 んだ もの と考え られる。

(6)一一一(io>

,yywq梨 首:amranmaq[�nigitdi qam[ay b odun:]syn wvq菖y kw::tap�c��1�

y(�)y�durt� [      ]k�臠 mwnkwr-wq-lar一� : ([            ]1'r elig

b臠k艨及)[     ]bir t�―1� bolt�::)

「愛 育 黎 首 、 衆 民 を 愛 で 育 ん だ 。 臣 伏 戎 莞 、 蛮 族 を 家 臣 と な し て 集 め た 。」

漢 文:愛 育 藝 首 臣 伏 戎 美 「民 を 愛 し み 育 み 、 蛮 族 を 家 臣 と し て 服 従 さ せ る 。」

 "yywqは 「愛 育 」 の音 写 で、愛 く・紛="y/・ai/育<yiuk>=ywq/yuγ ノと再構 で き る。

漢 字 「梨 首」 は 「黎 首 」 に 相 当す る。 「梨<li駟>」 と 「黎 〈liei>」とは韻 母 が 異 な る

が、 ウイ グル 漢 字音 で は共 に7yと 綴 られ/li(と 再構 で き る同音 で あ る。 「首〈¢iou>」

は ウイ グル漢 字 音 で は §ywと 綴 られ/§iu/と 再構 で き る。

14)(f.庄 垣 内(2003a)P.97.
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 syn vwq sy kwは 「臣伏 戎莞」 の音 写形 で あ る:臣 く孝i6n>=syn/謹in/伏<vluk>=vwq

/釦γ/先 〈k`ia讐〉=kw/k。 ノ.た だ、 「戎 」 に相 当す るｧyは 韻 母 が ウイ グル漢 字 音 の体 系

に適 合 しない。 戎 〈n%iuo>に は本 来swnk(/zurJ/)が 現れ ね ば な らない 。

k�臠mwnkwr-wq-lar一�を 「蛮 族 を 」 と 訳 し た 。 k�臠'strong, strongly', mwnkwr-wq

(?).

 8行 目末 か ら1◎ 行 目末 まで は括弧 で 閉 じられ て い るので 不 要 を意 味す る。 なお、

elig b臠k艪ﾍ 「国 主(=王)へ 」 を表す。 bir t�-1� bolt�ﾍ11行 目 と重 な る。

(10)～(12)

q[] s[] ‐ ty [                k偰si-1疵 :bir t�-1� bolt[�       ]-ly yad-1� :

kis��1疵:eli[g h臠-k�         ]

「通 遭 壼髄 、…  人 々 が一 体 とな った。・ ・と、 見 知 らぬ人 らとが国 主へ ・ ・」

漢 文:遽 遽 萱膿 率 賓蹄 王 「遠 くの者 も近 くの者 も一身 同体 とな り、連 れ だ つてや

って 来 て、 王 に 心服す る。J

 q[]忌 口は 「遽通 」 の音 写でq'§yと 書 かれて い た に ちが い ない:遽 〈fia>.q'｡xa/

潭 くn多i6>=S�/zi/.-tyは 「萱 腱 」 に 対 応 す る 。 膿 くt`iei>=ty
16) /飢 壼 〈・i騁>はlyrがyと

音 写 され た に ちが い ない 。再構形 は/・ir/ま た は〃 とな る。

 [ki]si-1舐:bir t�-1� bolt[1(「 人 々 は 一 体 と な っ た 」)の 後 に 「率 賓 蹄 王 」 の 音 写

形 式 あ る い は 漢 字 が 入 つ て い た 。 「率 〈Siu騁>賓 くpi�>蹄 〈louai>王 〈fhuao>」 の 音 写

形 は そ れ ぞ れswr pyn kw wwと 綴 られ 、 再 構 形 は/sur〃pin〃 ㎞ 〃wo/と な る 。

(13)～(15)

[]vwnk在SW:yuy[vqus   ]uz―�::白 記 食c[o       コk6k

t臠r�::

「鳴鳳在樹、鳳 が …  上で。 白駒食場、…  青草の辺 りで」

漢文:鳴 鳳在樹 白駒食場 「鳳風は樹の上で鳴 き、 白駒は畑 で草を食べ る。」

 []vwnk在 §w:の 初頭 の[]に は漢 字 「鳴 」か 鳴 〈mla勾〉の音 写 形myが 書 かれ

てい た。 再構 形 は/me/で ある。 vwnkは 「鳳 〈vluO>」 の音 写形 で、/fUg/と 再構 で き

る。 「在<dz舞i>」 は ウイ グル 漢宇音 ではsサyと 音 写 され 、/sai/と再構 で きる。 SWは 「樹

く易iu>」 の音 写形 で/su/と 再構 でき る。

YuY ,tqus]は こ こで は 「鳳 」に あて られ てい るが 、 「孔雀 」 を指 す 例 もあ る:bir

15)Cf.庄 垣 内(2003a)p100.

16)萱 く・i騁>ヤrは、 同 音 の 「一 」 が 「一切 〈ts`ie增r」 の よ うに 閉鎖 音 と結合 して ㌢(tsy)と 書 か れ るの で

(庄垣 内2003ap.88)、 こ こで も 「壷醗 」 が音 写 され た場 合 に㌻1yと な った 可 能 性 が あ る。
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yalnguz yuy qus-nung aycuq atly tilg舅ind臾i alqu t6鵡g丘lda脚n bolm踏b瓠gUsi「 於 一

孔 雀 輪 一 切 種 因 相 」(Tattv.2 p.412�).

 白記食C[0]の 「記 」は 「駒 」の誤記 と考 えて よい。GOは 「場 〈鱒q>」 の 音写 で/ca/

と再構 でき る。 「白〈bak>駒<k1u>食 〈d%i蘇〉」は音 写形 と して はplq kw§ykと 書 か

れ たで あろ う。 それ ぞ れ/pay〃loti〃 ぎig/と再構 で きる。

 k�t臠r艨u 青草 の 辺 りで」。 k�は ふつ う 「空、 青」 を意味 す るが 、 こ こで は 「青

草Jを 表す と考 え たい 。

(15)～(17)

化 彼[      ]ot-qa v�ac―gat臠i::[       ユg�maq一� yetg�di t�

[m舅   ]

「化被 草 木、… 草や 木 にまで 。頼及 萬方 、・・を為す こ とを 、 万(方 に)及 ばせ

た」

漢 文:化 被 草 木 頼 及 萬方 「徳 化 は あまね く草木 にお よび、 王化 はす べ て の国 々 に

及 ぶ。J

 「化彼 」の後 には 「草 木 」の音 写形 か漢 字 が書 かれ て い た。「被 」に対 して 「彼 〈pi�

〉」 が書 かれ てい るが、 ウイ グル漢 字音 で は同音 に な る。 「化<)(ua>被 〈bi�r草

<ts`穹>木 くmuk>」 が音 写 され た な ら、q`PY S`W PW9と 表記 され た にちが い な い。/)(a/

/pi〃sau/伽 γ/と再 構 で き る。

 ot―qa�ac-qat臠i::に つ づ く[]に は 「頼及 萬方 」 を表 す 漢 字 か漢 字音 写形 式 が入

って い た。 「頼<1稱>及 〈g牌 〉 萬 く互η1囎n>方 く伽aO>」 の音 写形 式 は1'ykyp v'nvwと

書 かれ た にちが い ない 。 再様形 は/五ai//kib〃van〃fb/と な る。

(18)～(20)

qly sy身 八ym膽      ]四 大五 常[       〕'b�mis[ ]

「蓋此 身髪 、 また ・ … 。 四大 五常 、… 成 つた」

漢 文:蓋 此身 髪 四大 五 常 「そ もそ も此の(わ れ わ れ の)身 体髪 膚 は 、地 水火 風 の

四大 よ りな り、仁 義 礼 智信 の五つ の徳 をそ な えて い る。J

 q「ysyは 「蓋<k稱>此 くts`i驕r」 の音写 で/qai〃s�/と 再 様 で き る。 「身 八」 の 「八

くp縟>」は 「髪 」の 誤記 で あるが 、 ウイ グル漢 字 音 で はv'rと 音 写 され 「髪 く負u2t>」

17)新 ウ イ グ ル 語 で はk�が 「青 草 」 も 表 す:cf寒 。ylar kek-ka toydi r羊 吃 飽 了 青 草 」(『 維 漢 詞 典 』

p.206b) .

18)Cf.庄 垣 内(2003a>p.69.
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と同 音 とな る。v'rは/far/と 再構 で きる。 「身<�駭>」 は ウイ グル 漢 字音 で はsynと

音 写 され/sinノ と再構 で き る。

 「四くsi�>大 〈d稱>五 〈Oo>常 く多iaO>」は ウイ グル 漢 字 音 で はsy t,y qw§wと 音 写

され た に ちが い ない。/s�Vtai〃》u〃蓉0/と再構 で き る。

(20)

[]Vy[       ]

漢文:恭 惟鞠養 「つつ しんで(父 母 に)守 り育て られた ことを思 えば、」

 20行 目のb�misの 後 に[]を 挟 んで現 れ るvyは 「四大 五 常 」 に続 く句 「恭 唯

鞠養 」 の 「惟 〈yiu駟>」 を音 写 した形 式 と推 定 で き る。再 構 形 は/viノとな る。 vyの 前

に は 「恭 」、 後 には 「鞠 養 」 の音写 あるい は漢字 が入 つ てい た。 「恭<klog>鞠 くk`iuk

>養 〈yiao>」は漢 宇 音で は ㎞k yw kwqと 音 写 され 、/㎞O〃yo〃 ㎞γ/と 再構 され る。

L5ウ イグル文 『千字文』の種類

 ウイ グル文 『千字文』 はこれまでにサ ンク トペテルブル グ蔵が7断 片、ベル リン

蔵 が1断 片見つかつている。それ らが どうい う関係 にあ りどのよ うな性質のものか

について整理 してみたい。

 漢文 『千字文』は250句 から構成 されている。断片 の ウイグル文が250句 中 どの

部分 を占めているのか、 また断片裏面には何が書かれ てい るのかを示 してみたい:

①Ch/U6701裏 面漢文 『妙法蓮華経』

 『千字文』第1句 ～第3句

②{SI 3Kr.14}+{SI 3Kr.15}+{SI Kr. IV260}裏 面 漢文 『摩詞般 若 波 羅蜜経 』 (or

『大 智度 論 』)

  『千字 文』 第1句 ～第39句

③{SI 4bKr.182}+{SI 4bKr.194}+{SI 4bKr.181}裏 面 漢 文 不 明 経

 『千 字 文 』 第82句 ～145句

④SI 4bKr.185裏 面漢 文 『悲華 経』

 『千字 文』 第223句 ～第240句

19)㏄ 庄 垣 内(2003a)pp.48-49,98,132a

20)<yiu6i>を 表 す ウイ グル 漢 字音 としては庄 垣 内(2003a p.130a)の 「遺 」 一例 が あ り、ywと 音 写 され

てい る。 しか し、五 代 末 か ら宋 初 の問 に ウイ グル 語訳 され た 『大 慈 恩 寺 三 蔵 法 師伝 』に は 「維 」<yiu�

>,唯 」<yiu駟>が 現 れ いず れ もvyと 写 され て い るの で(庄 垣 内1987 p .148)、 む しろ ウイ グ ル 漢字 音

で もvyと 音写 す る のが 一 般 的 で あつ た と考 え られ る。

21)巻 四(「 大 正 」VoL9, p.27a 1.20・b 1.7).

22)「 大 正 」Vol.3 p.173a 11.11-25.
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 『千字文』中の 占める位置を基準に して断片類を4グ ループ に分類 した。① と②

は重 なるが他 は重複 しない。 しか し裏面漢文の経典 がそれぞれ違 っている ことか ら

判断 して、4グ ル ープは一応 異なった4種 と言 うべきであ る。

次 にこの4種 を ウイグル文 の構成法か ら検討すれ ば次の ようになる:

① 冒頭 に一部漢字を冠 して題 目が掲げ られているが、『千字文』本文 には漢字

あるいは漢字音写はみ られず、ウイ グル文のみか ら構成 されてい る。しか し、

極小断片で破損が大きく、全体は定かではない。

② 一句ずつ漢字音写、あるいは漢字 と漢字音写の混合 を掲げ、 ウイグル語訳 を

 続ける。句 に対す る注釈文 も現れる。

③ 句頭の漢宇 が一字書かれ続いて横線が3本 並ぶ。横線は4字1句 中の3漢 字

  を省略 した ことを表す。そのあ とに ウイグル語訳が続 く。漢字はそれ以外 に

  も書かれてお り、音写形式 も現れる。句 に対す る注釈文 も現れ る。

④ ③ と大体同 じ構成法で書かれている。

 ③ の裏面漢文は不明であって、④の 『悲華経』 とは異なるが、構成法あるいは宇

体か らみて、同一人の手による可能性は十分に有る。

1.6第1章 結 語

 新 たに見 つ か っ た ウイ グル 文 『千字文 』 断片SI Kr.IV 260は1.2で 示 した よ うに

裏 面漢 文 を頼 りにSI 3Kr.14, SI 3Kr.15の2断 片(実 際 には5小 断 片)と 結合 で き

るこ とを示 し、転 写 と翻 訳 、注 を提 出 した。 さらに この 断片 グル ー プ を交 えて ウイ

グル 文 『千 字文 』 が どの よ うな性 格 を もつてい た のか を検 討 してみ る と1.5に 述 べ

た よ うに断 片類 が4種 あ るい は3種 に分 類 で きる こ とが わか った。

 ウイ グル文 『千宇文』 はウイグルにお ける漢字 の教育 ・学習 を主な 目的 として使

われていた。L4で にみた ように漢字 を音読 しそれ をウイ グル語 に翻訳す る方法 は

この各種断片においても共通する。音読 された漢字音 は、すでに確立 されていた 「ウ

イグル漢字音」を用いた。また翻訳は以前 に論 じたよ うに 「訓読」 と呼ぶ ことので

きる性質の訳読 であつた可能性 が大きい。

23)庄 垣 内(2003b)pp.28-29. Sh�aito(2004)p.323.
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2 『大乗法苑義林章』

2.0

 玄装の弟子である基(A.D.632-682)に よつて7世 紀後半 に著 された 『大乗法苑義

林章』は全7巻29門 よ りなる唯識教学の体系を記述 した書 である。

 以前筆者は、サンク トペテルブル グ所蔵SI Kr.112の 漢文巻子断片の裏面に書か

れた ウイグル文が この 『大乗法苑義林章』第5巻 第23門 「法処色義林」に掲げ ら

れた5門 中の第3「 釈名 字」に該 当す ることを述べ、その転写テキス トと訳注を提

出 した。漢文面は極端 な草書体文字で書かれてお り、内容判読は未 だ出来ていない。

ただその特徴的な字体はむ しろ同類の断片を探 し出すのに都 合が良い。実際にその

後、同 じ手の断片 を8葉 見つ けることができた。その うちの比較的行数の多い3葉

の ウイ グル文の内容が同定できたので議論 してみたい。

 この3葉(SI Kr.1/181, SI Kr.1/385, Kr.1/176)は や は り 「釈名字」に当た り、先

のSI Kr.112の 内容に前後す る。 この うち最 も大 きな断片はKr.1/176で あるが、実

はこの断片 には不思議な謎が隠 されている。セ ロファン紙 で裏打 ちされ、 中程 に大

きな欠損部のある縦長の一枚 として修復、登録 されている。見か け上、 ウイグル面

か らも漢文面か らも連続 した一葉 にみえる し、欠損部を補 って ウイグル語単語の再

構 も不可能ではない。ただ、そのよ うにして再構 した ウイ グル文の全体 は原典漢文

の内容 とは うまく対応 しない。 しか しウイグル文 の内容が明 らかに損なわれ るとい

う程度 のものではない。 このような場合、翻訳原典に漢文の異本 を推 定す るのが通

常であ り、初 めはそ うしていた。だが、念のため他の断片 との関係 を詳 しく調べて

み ると、 この修復断片の欠損部以下の ウイ グル文が実際にはKr.1/181と して登録

されている小断片の ウイグル文 と結合することがわかった。す なわちKr.1/176の

一部 ではない
。外見上か ら偶然 に結びつけることのできた2葉 を一断片Kr.1/176

として修復 されていたのである。所蔵先の東方学研究所 サンク トペテル ブルグ支所

にはす でにこのことを知 らせたので今 は正 しく再修復 され てい る。だが、 ここでフ

ァクシ ミリとして掲載 した手持ちの写真 は以前の形状を保 っている。

2.1文 宇 転 写

 こ こで は① ②③ の3断 片 に分 けて文 字転写 を施 す が、 ② は 上述 した事柄 を考慮 し

て フ ァクシ ミ リKr.1/176の 欠 損部 以 下の部 分 をSI Kr .1/181と 結 合 して示 した。 SI

Kr.1/181が 上部 に 立つ。 接 合部 には/を 入れ た。 ③ はKr .1/176の 上 部 を1断 片 と し

24)庄 垣 内(2001)pp.243・254,(2003a)pp .143-154.
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ロシア所蔵ウイグル語断片の研究4

て独立 させ た。

①SIKr.1/385(縦12× 横4.5)

1)[コwyzrmy忌lryplwqyt[

2)[]kly醤ykwydwkytyp:[

3)[]lyq'wqytmlqsyzpwlWPPw[

4)[]sWyzllm'm「ky'rs'r'Wyctyp:[

5)〔]`dkW,fyyq重wqwslwqlWycwn「 畳nt[

]

]

]

]

]

②SIKr.1/181(縦65× 横65)+SIKn1/176(下 部 縦7.0× 横7.3)

01>-6)此 三 皆 依pwl[]/'wyc'kwny"iqw[]

02)-7),wrwqnwnk='twz/d'kytyld'ky〔]

03)・8)[]m'qldr,mnynkIWy/klymys"sylmyst[]

04)-9)〔]y§yidwns'sty/reswyz1'mys[]

05)-10)[]yk,drwqtd/wyzd聖1(ytyltiky塵[]

25)漢文 と同定できていない小断片の文字転写を掲げておきたい ・
SIK二r.1/115

1)[

2)[

3)〔

4)[

5)[

6)[

]量IWSUV(?)ay〈?)[

]i話一ikUdUk―i[

]01bir"駐1,w璽c[

]y聖,ilゾyaps[

]uqftγahk6rgit[9瓠i

]itmi話olpy[

SIKI.1/392

1)[

2)[
3)[

4)[

ユyγ[

]ywワq・ 血ga[

コwncwk〔

]91㌻wcy[

SIKk.1/399

1)[

2)[

3)[

4)ε

s)[

6)[

]yk[

]alqubar6a[

並]z-a二[

]'cwq[

]kY'd[

a]tiガ[

]

]

]
]

]

]

]

]
]

]

]

]

〕

]

]

コ

SIKr.1/181

01)三 皆{立pw1[

02)umγ 頓n皿9:'wrw[

03)[]ad伽 一ning,wy[

04)vy話ikkWn導astir[

05>[]ykldTlwnld[
06)umγ 一nungUklirn[

07)tep成 業 論[

08)£

SIK1.11394

1)[

2)[
3)[

4)[

5)[

]tw[

]typw1[

]舗(?)bw㎞[

]r:qudi,t[

]yl[

SIK∫.11400

1)[
2)[
3)[
4>[
5>[
6)[

}aγ 蝕r(?)q[

]・ynt'[

]6mdik[

]tynt'w〔

]mygtw〔

]cypbilta[

]

]

]

]

]

]

コ

]

]
]
]
]
]

]

]

コ

]

]

]
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06)-11)'wrwq nwnk'wyklym/ys"sylmys twws[

07)。12)t3'P成 業 論/説slstyr tl s[

08)-13)[   ]tw/[  ]nv'r"s'nv[

7

]

7

③SI Kr.1/176(上 部 縦12× 横13.5)

1)[

2)[

3)[

4)[

5)[

6)[

7)[

8>[

9)[

io>[

11)

12)

13)[

14)[

15)[

16)[

17)[

1s>[

]kUwqy[  ]重wl[

]p'rm'nw twgm'g sy[

]'wynklwk gwvr'g L

}wrwq dyn twgmys[

]rm'nw yyqylm'q'wガ[

]'styr t'ym'swyz l'mys[

]yyl'yw sync'swyz l'mys'wl p'r[

]lws ynt'swyz 1[]r:p'rc'mwnd'[

]ykジwnklr"正qw p董rc日rwr yyl}[

7snm'q lyq'wrwq nwnk'dkw"y L

]sync"wgytmys'wl:'w[

]ykw nwnk twyz y'wrwq[

]yn yyl'yw 5[

コt'nwq l'ry闘r[

]u㎜yyllyw[

]'wcwn yyt[

]yガrwr[

 ]yl,yu[

7

J

]

7

7

7

]

7

7

コ

7

7

7

コ

7

]

]

」

2.2音 素転 写 と翻 訳 ・注

 各行 の欠落箇所 を補いながら音素転 写を掲げ、和訳 と注記をほ どこしたい。対照

す る原典漢文 として 「大正新脩大蔵経」巻第四十五(No.1861)を 使用 した。

QSIKr.1/385
1)[ s]�l舂ys舐ip ug�[maql� uq�maqs� ]

2)[�g-nun]gisi k��i tep:[]

3) [ ug�maq]1� ug�mags� bolup bu [orun-tag� ]

4) [  ]s�l舂舂臾i舐s舐� tep:[�r�  ]

5)[]ad帥ayiγ 叩 蓉luγ薦n ant[a]

「大 正 」Vo1 .45, P,341c, ZZ.25-27.

説表無表律儀等三

    爲色作用

何縁唯二有表無表

此庭中業唯有表耶

不説三者即二所撮

善悪類故 故受所引定通三種
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 「1)表と無表、(律 義等の三を)説 いたのであり、2)色 の作用(と 為 る と。)3)

(何に縁て唯二のみ)表 と無表が有つて、此の処中の(業 には唯表のみ有るのか。)

4)三 と説かないのは即ち(二 に摂する所の)5>善 悪 の類 もてる故 に、そ こで(授

所 引は定んで三種に通ず る)」

 1),3)uq�maq-1�「 表 れ る こ と の 有 る 」=「 表 」uq�maqs�「 表 れ る こ と の 無 い 」ﾘ

「無 表 」:cf . birl舫q�―ur「 有 表 」(Tattv.2 p.383b).2)is k��「 作 用 」:cf.cinkert�oq

舐s舐 isi-i k��-i「 実 無 作 用 」(Tattv.2 p.270a).

O

SI Kr.1/181+SI Kr.1/176            「大 正 」Vol.45, p.341c,

11.4-6.

Ol)-6)此 三 皆 依bul[ar]i�臠�i alqu[]           此 三 皆 依 動 獲 思

02)-7)urin-nung:舩�/-d臾i til-d臾i[臈g�y� ]      種 防 獲 身 語 善 悪

03)-8)[UZ311]maq臈r舂-ning�/klimis as�m� t[uu"s―qa tayaql甲n ]功 能 増 長 位 立

04)-9) [v]isiklun sasti/r-ta s�l舂is[   ]

OS)-10) [y]eg adruq臈/�-d臾i tilt臾i膽dg�y�   ]

06)-11)urug-nuug liklim/is as�rn�"tuos-[qa tayagl��

O7>-12)tep成 業 論!説 §as貸r-ta s[�l舂is ]

Q8)-13)[   ]tu/[yuryal�  sa]nuar asanv[ar

故唯識説 謂此或依

襲勝身語善悪思

  種増長位立

成業論説 動襲勝思

] 能獲律儀不律=儀表

 「01)此 れ ら三つ を皆(動 発 の思)02)種 が 身 にあ る語 にあ る善 悪 を(防 発 す る)03)

功能 の増 長 した位 に依 つて(立 て る。故 に)04)唯 識 論 に説 い た:(謂 く此 は或 い は)

05)勝 れ た身 に あ る語 に あ る善悪 を(発 す る思 の)06)種 が増 長 した位 に依 っ て(立

つ)07)と 。 論 に説 い た:08)(動 発 勝 思 は能 く)律 儀 不律 儀iの(表 を)発 す る。」

漢 文 「此 三皆依 動 獲思 種 防畿 身語 善悪 功能 増長位 立」 はr此 の 三 は 皆動発 の思 種 身

語 の善悪 を防発 す る功 能 の増 長 す る位 に依 て立っJ(国 訳p.28411.18-19)と 和 訳 で

きる。03)「 功 能 」にuzanmaq臈r舂を 推 定 した:cf.臈r舂「 功 能 」(Tattv.2 p.227�),

uzanmaq臈r舂「 技 能 」(Tattv.2 p.227b)～ 「術 、技術 」(庄垣 内2003ap.366�).tayaqhγin

「・ ・に依 て」:c£ol il甑蓉ip k6ng茸1-ka tayaqliγin uyur"酷n y碩 γah adqanγularta「 彼

要依 心 能行 境 故 」(Tattv.2 p.348b).04)visiklunくChin.唯 識 論(y�駟 pi疚 luan),sastir

くSkt.s縱tra「 論 」。 また 、 ウイ グル 文が 「唯識 論 に説 い た:(謂 く此 は或 い は)05)

勝 れ た身 に あ る語 に あ る善悪 を(発 す る思 の)06)種 が 」 の 内容 を持 って い る と考

えた が、漢文 は 「唯識 に説 て謂 く、此れ 或 は勝 れた る身語 を発 す る善悪 の 思の種 が」

(国訳p.2841.19)と 和訳 で き る。07)『 大乗成業論 』に対 して ウイ グル は単 に 「論 」

を充 てて い る。 sanvarくSkt.samvara「 律儀 」、 asanvar<Skt.asamvara「 不律 儀 」。
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O

SI Kr.1/176(上 部)            「大正 」Vo1.45, p.342a,11.21-b2.

1)[  t�]-k舫q�tm�]01[pa㎜anuγ   ]     慧折 鹿 色 至最 細邊

                               建 立極微

2)[ anta s�l舂is ol]parmanu tuymaq-s�z�m臾siz tep]非 由有膿 故説 極微 無生

無滅

3)[

4)[

5)[

6)[

7)[

8)[

9)[

lo>[

] �gl� quvray[一�ta

]uruy-d� tuym�[�t�.

pa]rmanu y軍1maq Uza[

 sj astir-ta ym舖�l舂is[

]y�ayu-s�ca s�l舂is of par[manu tep

�1�-inta s�l C臂r:barca munda[ry

] iki�gl舐 alqu barca舐� y�a[yu

]sanmaq-1� urug-nung臈g�y[�

11)[yilayu]-s�ca uq�m� ol:u[q難maqsiz-iγ

12)[ ik]igU_n葛ng t6z_i uruγ[_i

13)[tuusqa tayaql�]� y�ayu-s[�ca

14)[

15)[

i6>[

17)[

1s>[

)tanuq-lar�r[tuqraq

],舐iir y�ay�

] ��yet[i

�n舐�[

y]�ayu[

]喩 伽論第三云於色聚中曾無極微

]

]

7

]

7

」

]

J

7

」

7

J

]

]

7

從種生時唯聚集起

亦非極微集成鹿色

    唯識亦云

至色邊際假立極微

五十四等皆説同此

故初二色皆是假有成唯識云

    謂依思願善悪分限

    假立無表成業亦云

    依二種子未損壊位

    假立善悪律儀無表

       此ﾁ甚 多

 故受所引色亦是假有

顯揚第十八説七事無實

    三影像四響音

故遍計色亦是假有

 「(慧を以 て麓色 を折 して最細の)辺 に(至 つて)極 微 を建立す る。(体 が有 るこ

とに由るのではない。)2)故 に極微 は無生無滅 と説 く。3)(鍮 伽論第三 に云 う:)

色聚の中に於て(曾 て極微は無い。)4)種 より生ず る時(唯 聚集 して起 る。)5)(亦)

極微集 において(麓 色 と成るのではない。)6)論 に亦云 う:(色 の辺ﾘtに 至って)7)

仮 に極微 と云 う。(五十四)8)巻 に皆この ごとく説 く。(故に初 の)9)二 色 は皆仮(有)

である。(成 唯識 に云 う:謂 く)10>思 の種 の善悪 の(分 限に依 って)11)仮 りに無

表 を立てる(と 。成業に も亦云 う:)12)二 種子(の 未だ損壊 しない)13)位 に依 つ

て仮 りに(善 悪 の律儀 の無表 を立て ると。 此の)14)証 は甚だ(多 い。故に受所 引

色 も亦是れは)15)仮 有である。(顕 揚第十八に)16)七(事i無 しと説 く、三には影

像、四には響)17)音(で ある。故に遍計色 も亦是れ は)18)仮(有 である)」

 1)t�「 辺 」:cf. alqu y�舐�qmaqlarn�g t�-ind臾i「 諸 現 観 辺 」(Tattv.2 p.375a).

uq�・ 「建 立 」:cf. abidarim�da uq�-m� ol antrabav�「 対 法 中 建 立 中 有 」(Taltv.2
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p.383a). parmanu〈Skt.param縅u「 極 微 、 微j(Tattv.2 p.314b).2)anta「 そ こ で 」

を 漢 語 「故 」 に 当 て た:cf.①5).2)�m臾siz「 無 滅 」:cf,舂g臾ig k�m臾��

taryaryuluq nizvan�arn�g�m臾-in「 見 苦 所 断 煩 悩 滅 」(Tattv2 p.306�).7)y�ayu-s�ca

s�l舂is QI parmana tep「 仮 に 極 微 と 云 う 」 は 漢 文 の 「假 立 極 微 」(仮 に 極 微 を 立 て

る)に 当 た る が 、 あ る い はy�ayu-s�ca uq�m� ol pamlanuγtep「 仮 に 極 微 を 立 て る

と 」 の 誤 り か?y�ayu-s�ca「 仮 に 」:。f.y�ayus�ca s�l舂is ol bolur m舅 tep「 仮 説

為 我 」(Tattv.2 p.402a).8)漢 文 「五 十 四 」 と い う の は 『喩 伽 師 地 論 』 第 五 十 四 巻 の

こ と で あ る 。�1�はt�t altm��c�1�「 第 五 十 四 巻 」の 末 尾 に 相 当 し 「巻 」を 表 す 。10)

sanmaq-1� urug-nung臈g�yiγ 「思 の 種 の 善 悪 の(分 限 に 依 つ て)1に 対 し て 漢 文

は 「依 思 願 善 悪 分 限 」(思 願 善 悪 の 分 限 に 依 っ て)。12)ikig�¥n�g t�-i urug一艨u 二

個 の 種 子 」(=二 種 子)。

2.3第2章 結 語

 『大乗法苑美林章』 ウイ グル語訳はサンク トペテルブルグ以外 には見つかつてい

ない。 しか し、上掲あるいは拙稿(Zoot)で 提 出したテキス トを手がか りに今後、他

の蒐集品か らも発見 され る可能性はある。 この仏典 のウイグル語は難解であるが、

仏教術語が ウイグル語訳 『阿毘達磨倶舎論実義疏』の もの と通 じるところがあ り、

それを利用 して解 くことができる。漢語 と同定された仏教術語 は今後 のウイ グル語

仏典研究 に役立っ。

省 略 記 号

Tatty.2=庄 垣 内(1993)

国 訳 富 「国 訳 一 切 経 」(1937大 東 出 版 社)諸 宗 部 二
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Four  Uighur fragments preserved in Russia
— Further research on 千字文 qian zi wen and 大乗法苑義林章 da cheng fa yuan yi lin zhang —

Masahiro Shogaito

Abstract

       In this paper two sorts of Uighur fragmentS preserved at dle St. Petersburg Branch of

the I且sti加te fbr Oriental Studies of the Russian Aeademy of Sciellces(StPBIOSRA)are studied.

One is the Uighur translation of Chines。 千 字 文qian zゴwθガ'Thousand Charaoter Essay"(in the

frrst chapter)and the other is止e Uighur臓islahon of大 乗 洗 苑 義 林 章do cheng fa yuan yi lin

zhang(in the second chapter).

       As for the Uighur translation of C1血ese千 字 文g伽zi wen(9IThousand Character

Essayり,we have a齢ady published six倉agments from StPBIOSRA, whose contents are also

paヱts of gian zi wen in Sh6gaito(2000)a蔽d Sh6gaito&Yakup(2001>. h重his paper, oxa繊 血 滋g

the Chinese text大 智 度 論on th。 reVers。 sides of the six fragments,孤d of the麓ewly stロdied

fragmertt of K1, IV 260, we―frad the content of the latter is the ooni㎞ued parts of出ose of SI

3Kτ14 and SI 3Kr15. Then we reurtite those three frag血ents and give a translation ef the Uighur

text厩tho亡 卵 ―in this text vve fmd many Chinese words transcribed into the Uighur alphabet. Wc

reeonstructed these w◎rds by applying the phoれ010gical System of重ho i抽edted Uighur

pro貰1unciation of Ch血ese characters to the孤. Then wo classifY 趣t◎ to so磁 θgroups all the

・舳g搬eロts of gian zゴwen which we have so far
, examh1血g tho structure of Uighμr sentences飢d

co騒tents of Chh監ose獣t on tke reverse sides. We can a面bute出ese廿ag皿e且ts to血ee or fbur

types.

       In血e sec◎nd chapter we study three fragments from StPBIORA, SI Kr1/181, SI

KRI/3851 and kl/176. The contents of these fヒagments are an Uighur translation of大 乗 法 苑 義

林 章da cheng/ea yuan pt'lin zhang. We have already stUdied the sameち ノpe of Uigh瓢text of SI

k.1 12 in Sh6gaito(2000).舟1 three肋gments studied here co茄espond to tke c◎n勘ts of釈 名 字

Shゴming zi, the third one of the five f'sub・teach{ngs「¢, explai ling法 処 色 義 林 勲o勉 即yゴ 伽,

which belongs to the tWenty・third ttteachingvi珈 血e frfth among the seven complete Volumes. hl

the釈 名 字,飾e sorts of法 処 所 摂 色Fa chu suo she se are explained. The Uighur Buddkist

terms in tlii's Uighur translation of dU chengノ 「a yπonユ 厚lin zhang, are vcly difficult to understand.

Consulting Bud(thist terms of重he Uighur version of AbhidhaimakoSabhasya:tiik5 Tattv6rthlj we

。an r。ad the text。f the three fragments, sin。e b。th text use somewhat similar Buddhist

te面nology. We wou1d Iike to add hero瞭we fmd incidentally Kr.1/176 is n皿1bered by

mistake as a丘agmont oonsis血g of two sma11 parts, but one of the斑shouid be re・rogistered as a

P賦 。fKr.1/181.

     The two Uighur texts we disouss in this paper contribute to the study of the mherited

Uighur pronunciation of Chinese oharacters as well as to tho study of Uighur Buddhist

te撒in。 丑ogy.

*Iwould like to cxpress my appreciat藍on to St
. Petersburg Bra且ch of thc Instituto fbr Oriental

Studies of出e R繊ssian Academy of Soiences fbr pemissio鳳to publish photocopies of important

f}agnlellts 廿01ロL its collection.
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